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 本稿では，p persistent CSMA プロトコル(搬送波が見検出の場合に，確率 pでパケットを





PU とチャネルを共用する SU のトラフィックを増加させることで，チャネル利用効率の向上








 これらの 2 つの手法を組み合わせることで，より高いチャネル利用効率を実現することが
今後の課題として挙げられる． 
 
